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祝

成

人

１月 ３日　平成30 年安芸市成人式が市民会館で行

われ、150 人が新たな決意を胸に大人の仲間入りをし

ました。華やかな振袖や真新しいスーツなどに身を包

んだ新成人たちは、友人との久々の再会を喜び合って

いました。

式典には、新成人の成長をずっと見守ってきた保護

者らも大勢かけつけ、記念すべき門出を祝いました。

本
日
は
私
た
ち
の
た
め
に
、
こ

の
よ
う
な
盛
大
な
式
展
を
催
し
て

い
た
だ
き
、
私
た
ち
成
人
へ
の
門

出
を
お
祝
い
く
だ
さ
い
ま
し
て
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま

た
、
身
に
余
る
ご
祝
辞
と
激
励
の

お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
市
長

を
は
じ
め
、
多
数
の
ご
来
賓
の
皆

椽
に
見
守
ら
れ
て
、
た
く
さ
ん
の

仲
間
と
成
人
と
い
う
人
生
の
大
き

な
節
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
を
大
変
光
栄
に
思
い
、
ご
参

列
の
皆
様
に
新
成
人
を
代
表
し
て

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

く
し
く
も
今
年
、
私
た
ち
新
成

人
は
、
天
皇
陛
下
生
前
退
位
と
い

う
歴
史
上
初
の
大
変
革
に
立
ち
会

う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
歴
史
の
大
き
な
節
目
に
、
成

人
式
を
迎
え
る
こ
と
は
大
変
光
栄

で
あ
る
と
と
も
に
、
大
き
な
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
で
も
あ
り
ま
す
。

新
た
な
時
代
の
幕
開
け
に
立
ち

会
う
喜
び
を
胸
に
新
た
な
時
代
を

築
く
硯
と
な
れ
る
「
大
人
」
と
し

て
、
人
生
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
に

立
ち
ま
す
。

私
た
ち
の
故
郷
、
安
芸
市
の
大

先
人
で
あ
る
岩
崎
彌
太
郎
が
明
治

維
新
と
い
う
新
た
な
時
代
に
近
代

日
本
の
礎
を
築
か
れ
ま
し
た
。
私

た
ち
も
岩
崎
彌
太
郎
に
、
一
歩
で

も
二
歩
で
も
辻
づ
け
る
よ
う
な

「
大
人
」
と
し
て
、
大
き
な
夢
と

希
望
を
持
っ
て
、
困
難
や
苦
悩
と

謝
辞
（
抜
粋
）

い
う
社
会
の
大
き
な
壁
に
立
ち
向

か
い
ま
す
。
そ
れ
が
で
き
る
の
が
、

私
た
ち
青
年
の
持
つ
溢
れ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
大
き
な
力
で
す
。

今
日
こ
こ
に
新
成
人
と
し
て
集

う
私
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
の
新
た

な
時
代
を
担
う
「
新
大
人
」
と
し

て
、
お
互
い
が
切
磋
琢
磨
し
、
互

助
の
精
神
で
、
社
会
の
一
員
と
し

て
自
分
に
誇
り
を
持
ち
、
一
日
も

早
く
自
覚
と
責
任
を
持
っ
て
あ
ら

ゆ
る
物
事
に
対
応
で
き
る
「
大
人
」

に
な
れ
る
よ
う
今
後
も
自
己
研
鑚

に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
と
は
言

え
、
本
日
成
人
式
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
が
、
「
大
人
」

と

し
て
は
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
た
ち

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
方
の
ご

指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
２０
年
間
、
大
き
な
愛
情
と

慈
し
み
を
持
っ
て
育
く
ん
で
く
れ

た
両
親
、
地
域
の
方
々
な
ど
多
く

の
人
々
の
お
陰
だ
と
感
謝
し
て
も

し
き
れ
ま
せ
ん
。
大
変
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
成
人
代
表

払
田
　
拓
人



平成30 年度

住民税の申告受付が始まります

～申告期限は３月15日（木）～

▼住民税申告をしなければならない人

平成30 年１月１日現在、市内在住で、平成29 年中（1

月１日から12 月31 日まで）に収入（営業･農業･不動産･

給与・雑所得など）があった人

▼申告をしなくてもよい人

・確定申告をする人

・勤務先で年末調整をした人で、その他に収入がない人

・公的年金の収入のみの人

＊国保、介護保険、後期高齢者医療保険、保育料などの

行政サービスを受けている人、所得証明書などの発行

が必要な人は、収入が無くても必ず申告が必要です。

また、扶養、寡婦（夫）、障害、社会保険料、医療費･

寄附金控除などの控除を受けたい人も、申告をしてく

ださい。

国民健康保険の加入者も４月16 日（月）

までに必ず申告してください

広報折込の申告書に記入

して申告してください

記帳・帳簿等の保存は
義務づけられています！

▼対象者

事業・不動産・山林の所得があるすべての人

(所得税の申告の必要ない人も含む)

▼内容

売上や経費を帳簿に記載し、受け取った請求書・領

収書などは５～ ７年間保存しなければなりません。



4
広報あき　平成30年2月→　時刻表のお問い合わせは、総務課☎︎35・1000まで

12
月
７
日
に
開
会
し
た
平
成
29
年
第

４
回
安
芸
市
議
会
定
例
会
で
、
横
山
市

長
は
次
の
よ
う
に
行
政
報
告
を
述
べ
ま

し
た
。（
要
旨
）

来
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
生

活
保
護
費
や
介
護
給
付
費
な
ど
の
社
会
保
障

費
が
増
大
す
る
中
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
市

庁
舎
の
建
て
替
え
や
小
中
学
校
の
移
転
・
統

合
、
ま
た
老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る
公
共
施

設
な
ど
の
更
新
や
長
寿
命
化
対
策
な
ど
へ
の

財
源
確
保
が
財
政
運
営
上
の
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

厳
し
い
財
政
見
通
し
の
中
に
あ
り
な
が
ら

も
、
市
勢
浮
揚
と
地
域
活
力
の
維
持
・
強
化

に
取
り
組
む
た
め
、「
公
用
・
公
共
用
施
設

の
強
靭
化
と
都
市
機
能
の
充
実
」、「
結
婚
・

出
産
・
子
育
て
支
援
と
教
育
環
境
の
充
実
」、

「
産
業
振
興
と
雇
用
創
造
の
推
進
」、「
移
住

定
住
の
促
進
と
観
光
振
興
」、「
次
世
代
に
選

ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
を
重
点
項
目

と
し
て
、
来
年
度
の
予
算
編
成
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

新
庁
舎
建
設
候
補
地

新
庁
舎
建
設
候
補
地
に
つ
い
て
は
、
い
か

な
る
災
害
時
に
お
い
て
も
市
役
所
の
機
能
が

維
持
で
き
る
こ
と
を
前
提
に
、
津
波
浸
水
の

な
い
場
所
へ
の
建
設
を
移
転
方
針
と
し
て
お

り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
利

便
性
を
重
要
視
す
る
声
や
移
転
す
る
場
合
の

用
地
費
、
下
水
道
な
ど
周
辺
整
備
費
や
優
良

農
地
を
潰
し
て
し
ま
う
こ
と
へ
の
心
配
な
ど

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
ご
意
見
も
踏
ま
え
、緊
急
防
災
・

減
災
事
業
債
の
期
限
を
考
慮
い
た
し
ま
す
と
、

今
か
ら
用
地
を
取
得
し
建
設
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
と
判
断
し
、
市
有
地
の
中
か
ら
中

心
市
街
地
に
近
い
場
所
で
あ
る
球
場
周
辺
の

2
カ
所
を
候
補
地
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
後
開
催
し
ま
し
た
各
地
で
の
説
明
会

な
ど
で
は
、
移
転
に
関
す
る
賛
否
さ
ま
ざ
ま

な
思
い
や
、
候
補
地
２
カ
所
を
比
較
す
る
ご

意
見
な
ど
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

意
見
交
換
な
ど
を
求
め
る
ご
要
請
も
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
の
で
、
可
能
な
限
り
皆
さ
ん

に
は
説
明
を
尽
く
し
、
候
補
地
を
１
カ
所
に

絞
り
込
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
中
学
校
の
移
転
・
統
合

新
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
9
月
議
会
で
用

地
取
得
費
等
に
係
る
予
算
を
可
決
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
、
現
在
、
地
権
者
と
の
用

地
交
渉
を
行
い
、
土
地
の
買
収
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

小
学
校
に
つ
い
て
は
、
10
月
か
ら
地
域
説

明
会
を
こ
れ
ま
で
10
カ
所
で
実
施
し
、
地
域

の
皆
さ
ん
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

来
年
2
月
14
日
の
津
久
茂
公
民
館
ま
で
、

残
り
6
カ
所
で
一
通
り
説
明
会
は
終
え
る
こ

と
と
な
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
取
り
組
み
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

防
災
・
減
災
対
策

11
月
26
日
、
清
水
ケ
丘
中
学
校
で
、
南
海

ト
ラ
フ
地
震
を
想
定
し
た
安
芸
市
災
害
時
医

療
救
護
活
動
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
訓
練

に
は
、
自
主
防
災
組
織
や
清
水
ケ
丘
中
学

校
生
、
そ
の
他
20
を
超
え
る
機
関
か
ら
約

３
０
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
地
震
発
災
後
の
応
急
期
を
想

定
し
た
自
助
・
互
助
力
を
高
め
る
救
護
所
の

設
営
、
応
急
手
当
や
搬
送
お
よ
び
情
報
訓
練

を
含
む
総
合
的
な
医
療
活
動
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。
同
日
に
は
、
自
主
防
災
組
織
が
行
う

避
難
所
開
設
訓
練
も
開
催
し
、
災
害
時
対
応

の
手
順
や
役
割
、
課
題
な
ど
を
確
認
し
ま
し 

た
。

ま
た
昨
日
は
、
安
芸
漁
港
中
泊
地
に
お
い

て
、
国
土
交
通
省
、
高
知
県
、
一
般
社
団
法

人
高
知
県
建
設
業
協
会
安
芸
支
部
な
ど
と
連

携
し
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
想
定
し
た
道
路

啓
開
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

訓
練
で
は
、
地
震
・
津
波
に
よ
り
、
道
路

上
に
被
災
車
両
や
瓦
礫
の
散
乱
な
ど
で
通
行

で
き
な
い
と
い
う
状
況
が
設
定
さ
れ
、
重
機

や
人
力
に
よ
り
道
路
を
啓
開
し
、
応
急
復
旧

に
取
り
組
む
実
働
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

関
係
機
関
が
集
ま
り
、
想
定
訓
練
が
実
施

さ
れ
た
こ
と
で
、
役
割
や
連
携
が
確
認
で
き
、

発
災
後
の
迅
速
な
対
応
に
つ
な
が
る
も
の
と

実
感
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
大
規
模
災

害
時
に
応
急
復
旧
が
速
や
か
に
行
え
る
よ
う
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
関
と
連
携
し
訓
練
を
積
み
重

ね
て
ま
い
り
ま
す
。

高
速
道
路
整
備
等

阿
南
安
芸
自
動
車
道
の
奈
半
利
か
ら
安
芸

間
に
つ
い
て
は
、
先
日
、
各
戸
へ
の
配
布
に

よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
行
わ
れ
、
地
域
住

民
や
各
企
業
、
道
の
駅
な
ど
の
利
用
者
に
お

け
る
意
見
聴
取
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

土
佐
国
道
事
務
所
か
ら
、
伊
尾
木
地
区
や
下

山
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
に
お
い
て
も
、

高
速
道
路
整
備
に
関
す
る
貴
重
な
ご
意
見
を

い
た
だ
い
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
今
後

の
高
速
道
路
整
備
に
お
い
て
も
、
地
域
住
民

の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
国
へ
も
訴
え
て

ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
四
国
東
南
部
地
域
の
21
市
町
村
で

構
成
す
る
「
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

備
促
進
四
国
東
南
部
連
盟
」
に
よ
り
、
10
月

安
芸
市
議
会
行
政
報
告



5
広報あき　平成30年2月 市内の移動は、乗り降り自由の「元気バス」をご利用ください。　→

25
日
に
四
国
地
方
整
備
局
へ
、
11
月
27
日
に

は
高
知
、
徳
島
両
県
選
出
の
国
会
議
員
お
よ

び
国
土
交
通
省
や
財
務
省
へ
要
望
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
国
土
交
通
省
へ
は
徳
島
、
高
知

両
県
の
国
会
議
員
3
人
と
、
両
県
知
事
に
も

同
席
い
た
だ
き
、
平
成
30
年
度
予
算
の
満
額

確
保
や
事
業
化
区
間
の
早
期
完
成
な
ど
を
強

く
訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
、
道
路
関
係
予
算
の
確

保
や
奈
半
利
か
ら
安
芸
間
の
早
期
の
都
市
計

画
決
定
な
ど
、
さ
ら
に
要
望
活
動
を
積
み
重

ね
て
い
き
ま
す
の
で
、
市
議
会
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
各
位
の
ご
尽
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

国
保
保
険
者
の
都
道
府
県
化

11
月
10
日
開
催
の
「
高
知
県
国
民
健
康
保

険
運
営
協
議
会
」
に
お
い
て
、
県
に
納
め
る

事
業
費
納
付
金
の
算
定
方
法
や
激
変
緩
和
策

を
盛
り
込
ん
だ
「
高
知
県
国
民
健
康
保
険
運

営
方
針
」
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
12

月
に
は
算
定
に
必
要
な
本
係
数
が
国
か
ら
示

さ
れ
、
1
月
下
旬
に
は
平
成
30
年
度
の
事
業

納
付
金
額
や
標
準
保
険
料
率
が
県
か
ら
市
町

村
に
通
知
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
て
、
平
成
30
年
度
の
安
芸
市

の
国
保
税
率
を
算
定
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
充
実

12
月
1
日
、
子
育
て
世
代
を
地
域
ぐ
る
み

で
応
援
す
る「
安
芸
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
„
み
る
き
ぃ
＂」
が
安
芸
市

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
開
所
し
ま
し
た
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
は
、

子
育
て
の
援
助
を
受
け
た
い
人
と
援
助
が
で

き
る
人
に
よ
る
子
育
て
の
助
け
合
い
を
行
う

有
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
で
す
。

現
在
、
登
録
会
員
は
23
人
で
す
が
、
今
後

さ
ら
に
事
業
の
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
援

助
会
員
の
確
保
に
努
め
、
子
育
て
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。

続
い
て
、
関
係
各
位
の
ご
尽
力
に
よ
り
、

本
年
6
月
に
開
所
し
た
安
芸
お
ひ
さ
ま
保
育

所
も
５
カ
月
が
過
ぎ
、
１
１
１
人
の
子
ど
も

た
ち
が
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。
か
ね
て

か
ら
保
護
者
の
要
望
が
多
か
っ
た
開
所
時
間

の
延
長
に
つ
い
て
は
、
先
月
か
ら
平
日
の
開

所
時
間
を
7
時
30
分
か
ら
午
後
6
時
半
ま
で

と
し
、
保
育
の
充
実
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

な
お
、旧
安
芸
保
育
所
施
設
に
つ
い
て
は
、

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
特
定

非
営
利
活
動
法
人
ホ
ッ
プ
あ
き
の
会
に
、
公

益
事
業
の
用
に
供
す
る
こ
と
か
ら
、
無
償
に

よ
る
貸
し
付
け
の
手
続
き
を
進
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

観
光
振
興

道
の
駅
「
大
山
」
の
改
修
工
事
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
は
、
11
月
に
請
負
業
者
も
決
ま

り
、現
在
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、オ
ー

プ
ン
後
に
提
供
す
る
新
た
な
食
の
メ
ニ
ュ
ー

に
つ
い
て
も
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
指
導
の
も

と
、
試
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
伊
尾
木
洞
や
じ
ゃ
こ
漁
体
験
ツ

ア
ー
な
ど
と
連
動
し
た
観
光
周
遊
ル
ー
ト
の

構
築
に
努
め
、
新
た
な
人
の
流
れ
を
創
造
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

移
住
定
住
の
取
り
組
み

移
住
定
住
の
促
進
に
向
け
て
、
東
京
・
大

阪
で
開
催
さ
れ
る
移
住
相
談
会
に
参
加
し
、

本
市
へ
の
移
住
を
促
す
た
め
の
情
報
提
供
や

相
談
な
ど
、
移
住
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度
の
こ
う
し

た
取
り
組
み
に
よ
り
、
相
談
件
数
は
、
11
月

末
現
在
で
67
組
78
人
と
、
本
市
へ
の
移
住
を

前
向
き
に
検
討
さ
れ
て
い
る
方
も
徐
々
に
増

え
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
10
月
に
は
本
市
の
移
住
促
進
担
当

の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
調
整
役
と
な
り
、

「
安
芸
市
移
住
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク A

N
G

E 
N

etw
ork

」
を
設
立
し
ま
し
た
。
こ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
、
実
際
に
本
市
に
移
住
を
さ
れ

た
方
々
の
交
流
や
移
住
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
を
行
う
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
お
り
、

定
期
的
に
会
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
昨
年
度
整
備
し
た
「
お
試
し
住

宅
」、「
移
住
者
支
援
住
宅
」
も
順
調
に
稼
働

し
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
、
入
居
期
間
中

に
本
市
へ
の
移
住
を
決
断
さ
れ
、
介
護
人
材

確
保
対
策
事
業
補
助
金
を
活
用
し
、
市
内
の

介
護
事
業
所
へ
の
就
職
に
繋
が
っ
た
ケ
ー
ス

も
で
て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
雇
用
と
移

住
を
絡
め
た
移
住
版
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
の

効
果
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

連
携
中
枢
都
市
圏
構
想

こ
れ
ま
で
、
県
内
全
市
町
村
で
「
連
携
中

枢
都
市
圏
」
を
形
成
す
る
旨
、
ご
説
明
・
ご

報
告
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
総
務
省
・
高
知

県
・
高
知
市
に
よ
る
協
議
の
結
果
、
国
の
推

進
要
綱
に
基
づ
く
連
携
中
枢
都
市
圏
の
範
囲

を
、
本
市
を
含
め
た
21
市
町
村
で
設
定
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

連
携
事
業
に
伴
う
国
の
財
政
支
援
は
、
連

携
中
枢
都
市
圏
で
あ
る
21
市
町
村
ま
で
と
な

り
ま
す
が
、
他
の
13
市
町
村
に
つ
い
て
も
、

県
の
財
政
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
調
整
し
、

県
内
全
市
町
村
で
連
携
事
業
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
財
政
支
援
に
つ
い
て
は
、
当

初
と
異
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
が
、
ご
報
告
し

て
き
た
と
お
り
、
高
知
市
と
33
市
町
村
が
地

方
自
治
法
に
基
づ
く
連
携
協
約
を
締
結
し
、

34
市
町
村
で
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
や
連
携
事

業
を
実
施
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
と
変
わ
ら
ず
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育

優
れ
た
教
育
活
動
を
実
践
す
る
高
知
県
内

の
小
中
学
校
を
た
た
え
る
「
坂
本
教
育
賞
」

を
安
芸
第
一
小
学
校
が
受
賞
し
ま
し
た
。

本
校
は
、
若
手
教
諭
を
育
て
る
職
場
風
土

が
あ
り
、
思
考
力
向
上
に
焦
点
を
絞
っ
た
授

業
の
工
夫
で
成
果
を
あ
げ
る
な
ど
、「
チ
ー

ム
安
芸
第
一
小
」
を
合
言
葉
に
、
教
職
員
が

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
研
究
実
践
が
高
く

評
価
さ
れ
、
受
賞
に
つ
な
が
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
取
り
組
み
を
市
内
小
中
学
校
に
広

め
、
さ
ら
な
る
教
育
力
の
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。



シリーズ『安芸市の国保』

連載⑥国保制度改革について

平成30 年４月から国保制度が変わります

シリーズ「安芸市の国保」として、安芸市の国保の厳しい状況をお知らせしてきましたが、厳しい財政状況

は安芸市だけのことではなく、全国的な問題となっています。

国保の現状課題を抜本的に解決すべく、平成27 年５月27 日に「持続可能な医療保険制度を構築するため

の国民健康保険法等の一部を改正する法律」が成立し、国民健康保険制度が発足以来、大きく変わります。

①国保の現状と課題

国保の加入者は、「年齢構成が高く医療費水準

が高い」「低所得者が多い」構造となっており、

国保税などの収入よりも医療費などで支出するお

金の方が多く、市町村単位では安定した財政運営

が困難であるなどの課題があります。

②見直しの柱

・国の責任として、約3,400 億円の財政支援（公

費拡充）が行われます。

・都道府県と市町村がともに国民健康保険の保険

者となり、それぞれの役割を担います。

③国保加入者の皆さんに関係する変更点

○変わること

・国保加入者を高知県で一元管理

・被保険者証などの様式

・高額療養費の多数該当の通算方法

○変わらないこと

・国保の加入・喪失の届け出

・保険証の発行などに関すること

・出産育児一時金や葬祭費などの給付に関すること

・国保税の賦課、徴収に関すること　など

④見直しに伴う国保制度の変更点

①医療給付費などの国保の事業に必要なお金は、

県から安芸市に全額交付されます。

②県は、県内市町村の医療水準や所得水準を基に

市町村ごとの納付金額を決定します。併せて、

納付金の納付に必要な市町村ごとの標準保険料

率を示します。

③安芸市は、県が決定した納付金額を県に納付し

ます。また、高知県から示された標準保険料率

を参考に、国保税率を決定します。

都道府県が市町村ごとに

決定した国保事業費納付

金を市町村が納付

都道府県

運営方針の策定

(県内の統一的方針)

保険給付に必要な費用
を、全額各市町村に支
払う(交付金の交付）

市町村

市町村

市町村

国保の仕組みは変わりますが、医療機関の受診や

国保税の納め方などは、変わりません。

踏切の手前で止まって安全確認！ＳＴＯＰ踏切事故！

踏切では

①必ず一旦停止し、安全を確認してださい。

②警報機が鳴り始めたら、踏切内には進入禁止です。

無理な横断はせず、必ず止まってください。

踏切内に閉じ込められたら

①遮断棒を押して、速やかに踏切の外に脱出してくだ

さい。遮断棒は前上方に跳ね上がります。そのまま

前進して脱出してください。

②脱出後、安芸駅・警察署へ連絡してください。

踏切内で立ち往生したら

発炎筒などを円形に振って列車を止めてください。

12 月２日(土)16 時20 分ごろ、伊尾木駅付近の

踏切を高齢者が徒歩で横断をしていたところ、杖が

線路に挟まリ動けなくなり、そこへ列車がさしかか

り直前で停車するという事柄が発生しました。運転

士が早めに発見をしたため、危うく事故には至りま

せんでしたが、踏切事故防止のために、安全確認を

お願いします。

ごめん・なはリ線では、伊尾木地区に９ヵ所、香南市

野市町に１ヵ所踏切があります。



一般廃棄物最終処分場（安芸市リサイクルプラザ）は日曜日以外受け入れしています。

受け入れ時間　月～金曜日は８時30分～16 時30 分　土曜日は８時30 分～12 時　13時～16 時30分

資源ごみ収集日一覧表

各種問い合わせ先

119 番は火災や救急の緊急回線で

す。お問い合わせは消防本部（

34 ・ 1244)までお願いします。

事例②
119番回線に「知り合いが救急車

で

運ばれたがやけど病院どこ？」

救急車は、緊急車両として走行す

る場合にはサイレン音が必要と道路

交通法上定められています。ご理解

をお願いします。

事例①救急車走行時に｢サイレン消してきて

｣

１１９番通報の適正利用
～通信指令室からのお願い～

事例③
119番回線に「さっき赤い車が
走り
よったけどなんなが？」

最近、119 番通報の使用方法で指令員が困ることがあります。 119番の適正利用を考えてみましょう。

１１９番は緊急回線です。

適正な利用をお願いします。

現在、通信指令員は当務人員の関

係上、１人で運用しています。通報

受付時には各関係機関に連絡しなけ

ればなりません。 119番でのお問い

合わせはやめてください。

夜間などに子どもが急病になったとき

そ の他休日当番医などの情報

火災・交通事故などのお問い合わせ

休日・夜間診療を行っている病院を知リたいとき



幟開きの後は「第53 回寒中水泳大会」が行われ、

約40 人が参加しました。

はじめに「鯨泳会」のメンバーらが「今年こ

そ皆が主役だ！」と書かれたプラカードを水中

で披露し、集まった人々から喝采を受けていま

した。

その後、参加者は例年より水温の高い海に入

り、沖に停まっている船から投げ込まれたフルー

ツを拾い合い、初泳ぎを楽しみました。

また、安芸市出身力士・栃煙山関の必勝を祈願

する「幟開き」も行われました。栃煙山関郷土後

援会より景気付けの祝餅が投げられ、集まった市

民らは歓声を上げながら拾い集めていました。

１月１日　元旦恒例の新春行事が行われ、新年
を喜び合い、今年一年の健康を祈願しました。

46 回目を迎えた「新年走ろう会」には約210

人が参加し、約2kmのコースを駆け抜け、心地よ
い汗を流していました。

新年の到来を祝う

新年走ろう会、栃煌山関幟開き、寒中水泳

まちの話題
第11 回四国テコンドー選手権大会

祝優勝・準優勝　安芸テコンドークラブ

11 月19 日　 安 芸

武道館で行われた第

11 回四国テコンドー

選手権大会で、安芸

テコンドークラブに

所属する選手たちが、

優秀な成績を収めま

した。（敬称略）

【少年組手甲】

優　勝　桃田 龍之介（安芸第一小６年）

【少女組手甲・蹴武型高学年】

準優勝　安岡 真彩（伊尾木小５年）

【少女組手甲】

優　勝　安岡 真歩（伊尾木小３年）

第２回高知県酒米品評会

祝高知県知事賞受賞　岡松十助さん

12 月26 日　 第２

回高知県酒米品評会

において、岡松十助

さん（東川）が、「吟

の夢」部門で最優秀

賞の高知県知事賞を

受賞しました。

この他にも、安芸市からは４点の入賞があり、

本市の「吟の夢」生産者の生産技術の高さが評価

される結果となりました。
高知県酒米品評会は、産学官連携組織「土佐酒

振興プラットフォーム」の主催で、酒米の生産技

術と品質向上を目的として平成28 年から開催さ

れており、平成29 年は「吟の夢」75 点、「フク
ヒカリ」37 点が出品されました。

コミュニティ助成事業

和太鼓を整備

弥太郎太鼓が宝くじの社会貢献広
報事業である「コミュニティ助成事

業」を活用して、桶胴太鼓の整備と

締め太鼓の修繕を行い、第43 回安芸

タートルマラソン全国大会で披露しました。

今後、和太鼓教室での後継者の育成やイベント
の出演などに活用していきます。



安芸市消防出初式

地域防災の要安芸市を守る消防団

１月７日　新年恒例の「安芸市消防出初式」が

消防防災センターで行われました。消防本部職

員や各地区の消防団員ら約290 人が参加し、士
気の高揚を図リ、地域防災の意識を新たにしま

した。

式典では、市立安芸中学校吹奏楽部の演奏で、

団本部女性消防団員、消防本部に続き、市内10
分団が車両とともに堂々と入場行進しました。

また、団員25 人に勤続章などが贈られ、団員

の妻５人が内助の功労表彰を受賞しました。
式典後のアトラクションでは、消防レスキュー

のデモンストレーションや安芸分団のポンプ操

法の披露、防災ヘ
リによる吊り上げ
救出訓練などが行
われ、集まった市
民からは大きな拍
手や歓声が湧き
起っていました。

ニコスマイルで書道の作品づくり体験

アー卜で自分を表現しよう

12 月３日　障 が

い者週間にあわせ、

障がい児・者の余暇
活動の場である二コ

スマイルにおいて。

自身も左半身まひで
あリ創作活動を行っ

ている西山均さんを先生に招き、自分を表現す

る書道の作品作りを行いました。

イベントはサンシャインランドさんの協力を
得て開催し、漢字の成り立ちの説明や、参加者

の書いた作品のいい所を褒めていただくなど、

障がいがあってもチャレンジを続けることの大

切さを学びました。また、買い物中のお客さん
も興味深そうに足を止め、字を書く様子を眺め

たり、展示している作品を見ている人が多く見

られました。

12 月13 日　川北小学校で「人権の花運動」が

行われ、人権擁護委員と5 、6年生児童44 人が『人

権の花』120 株を植え込みました。

「人権の花運動」は、子どもたちが花を育てる

ことを通じて、命の尊さや相手への思いやりにつ

いて学び､ 人権意識を育むことを目的としており、

子どもたちは協力して作業していました。

咲かせよう　人権の花

川北小学校で人権の花運動

このほど、染井町の西澤静さんが100 歳を迎え

られ、記念品が贈られました。

祝100歳西澤静さん

いつまでもお元気で

生産量日本一を誇る安芸市のゆずがどのように
ポン酢に姿を変えて、全国の食卓に届けられて

いるのか、クイズなどを交えながら楽しく学び

ました。その後、利きポン酢やポン酢の手作り
体験に挑戦しました。ゆず果汁や醤油、ミリン

などを混ぜ合わせ、自分好みの昧ができるまで

「酸っぱい」「今度は甘い」などと試行錯誤しな

がら、おいしいポン酢を作り上げました。

最後に一人ずつ自信作を持ち寄り、一番おい
しいポン酢を講師の皆さんに選んでいただきま

した。

12 月14 日、 ㈱

ミ ツカン から 講師

をお 迎えし、赤 野

小学校で３・４年生

７人 を対 象 にし た

ポン酢手作り体 験

授業を行いました。

子 ど も たち は、

ミツカンによるポン酢作り体験授業

ゆず香るまち安芸 ふるさと学習

まちの話題
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特定健診のお知らせ
今年度の特定健診
（集団）は残りあと　２日！

健診は健康に生活していくために自分の体を知る大切な機会です！
ぜひ受診してください！

▽と　き　2月16日（金）、17日（土）
＊30分ごとの予約制ですので、ご都合の良い時間を
「元気館」までご連絡ください。
▽ところ　健康ふれあいセンター「元気館」
▽対象者

・19～39歳の人
・40～74歳で国保被保険者
・後期高齢者医療被保険者

　 （生活習慣病で治療・通院中の人も受診できます）

▽必要なもの
受診票、受診券、問診票、保険証、受診料

＊健（検）診の詳しい内容については、11ページをご覧ください。
＊上記日程は、集団特定健診です。医療機関での個別特定健診（3月31日まで受診可能）を希望の場合は、「元

気館」までお問い合わせください。

→　お子さんかお孫さんを紹介してみませんか？

■問　健康ふれあいセンター「元気館」☎32・0300　 32・0301

時間予約制が
好評です！

当日、無料で骨密度
測定も受けられます！

定期接種の対象者は毎年度異なるため、接種の
機会を逃さないようにご注意ください。平成29年
度対象者の接種期限は平成30年3月31日までです。

接種前に申請が必要です。申請手続きは元気館
で行っています。申請の際に問診票をお渡ししま
すので、医療機関へお持ちください。
▽対象者
①年度年齢に該当する人

  65歳（昭和27年4月2日～昭和28年4月1日生まれ）
  70歳（昭和22年4月2日～昭和23年4月1日生まれ）
  75歳（昭和17年4月2日～昭和18年4月1日生まれ）
  80歳（昭和12年4月2日～昭和13年4月1日生まれ）
  85歳（昭和  7年4月2日～昭和  8年4月1日生まれ）
  90歳（昭和  2年4月2日～昭和  3年4月1日生まれ）
  95歳（大正11年4月2日～大正12年4月1日生まれ）
100歳（大正  6年4月2日～大正  7年4月1日生まれ）

②60歳以上65歳未満で、心臓や腎臓、呼吸器の機
能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機
能に障がいを有する人

▽接種期限　3月31日（医療機関の休診日を除く）
＊すでに高齢者肺炎球菌ワクチンの接種を受けた

ことがある人は対象になりません(自分の費用で
受けた人も含む)。

▽必要なもの　印かん、身分証明書
　　　　　　　（運転免許証、健康保険証など）
▽接種費用　2,000円
＊生活保護世帯の人は全額助成します。証明書を

発行しますので、元気館へ申請してください。
▽接種医療機関　接種を委託している
　　　　　　　　県内医療機関
＊事前に電話にてご予約ください。

高齢者肺炎球菌感染症予防接種のお知らせ
■問　健康ふれあいセンター「元気館」☎32・0300　 32・0301
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必ず受けよう！がん検診・特定健診
19歳～39歳 

（国保）
1300円

66歳～74歳 
（国保）
600円

41歳～65歳 
（国保）
1000円

子宮頸がん検診
800円

大腸がん検診
500円

肝炎ウイルス検査
700円

胃がん検診
900円

胸部検診 
（肺がん検診）

無料
乳がん検診
1000円

前立腺がん検診
600円

後期高齢者 
健康診査
無料

40歳の人
無料

28年度に 
受診した人

半額
＊70歳以上の人は、すべてのがん検診が
　無料です。
＊対象年齢など詳しい内容は安芸市健康
カレンダーでご確認ください。
■問　健康ふれあいセンター「元気館」
　　　☎32・0300　 32・0301

あなたと、家族のために
ぜひ受けましょう

特定健診

2月の休日在宅当番医
  4日 つつい脳神経外科� ☎34・0221
11日 森澤病院� ☎34・1155
12日 森澤病院� ☎34・1155
18日 芸西病院� ☎33・3833
25日 森澤病院� ☎34・1155

診療時間：9～17時
県立あき総合病院（☎34・3111）は救急に対応

特定健診など

項　目 ところ と　き 受付時間

胸部検診
特定健診

前立腺がん検診
肝炎ウイルス検査
（予約制）

健康ふれあい
センター
「元気館」

２月16日（金）   9:00～11:00
13:30～15:00

2月17日（土）   9:00～11:00
13:30～15:00

その他
項　目 月　日 受付時間 ところ

無医地区診療
2月20日（火） 14:10～15:00 畑山公民館

2月27日（火） 14:10～15:00 東川公民館

健康相談 2月13日（火） 10:00～12:00 市民館別館

つくし会（生活習慣病
予防サークル）
＊運動教室。参加費100
円。持 ち 物 は 室内用
シューズ、水分、タオル。

2月  2日（金） 13:30～15：00
健康ふれあい
センター
「元気館」

2月16日（金） 13:30～15：00

飼い犬・飼い猫の 
引き取りなどに 
関する相談窓口

　飼い主には、飼っている犬や猫を終生まで飼養および管理を行う
責任があります。やむをえず飼えなくなった場合は、新たな飼い主
を探し、譲渡するなど、犬・猫が生涯を全うできるよう努力しましょう。
　どうしても飼い続けることができなくなった場合は、下記窓口ま
でご相談ください。
■問　安芸福祉保健所☎34・3173

＊がん検診は予約制です。
　事前に「元気館」までお申し込みください。

健康テレホンサービス
☎088・832・5266
2月の週間予定表

月 虫歯がないのに歯がしみる
火 放っておくと危ない「悪玉めまい」
水 糖質制限食とは
木 シューグレン症候群～涙や唾液が出ない病気～
金 女性の喫煙
土日 甲状腺のはなし

提供：高知保険医協会

飼い犬は必ず登録を！
最近、屋内飼いの犬が外へ逃げ出し、保護

されることが多くなっています。安芸市では、
保健所から連絡を受けて、犬の特徴をたより
に登録名簿から飼い主を探し出します。

このとき、首輪に鑑札が付いておればすぐ
に飼い主が分かりますが、多くの屋内飼いの
犬は首輪をしていません。もしものときに備
えて、屋内でも首輪に犬の名前と住所を記載
しておきましょう。
■問　健康ふれあいセンター「元気館」

　　☎32・0300　 32・0301
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広報あき　平成30年2月広報あきでは、地域の話題・情報をお待ちしています。■問　総務課☎︎35・1000

はしか（麻しん）は感染力が大変強い感染症です。
また、風しんは妊娠中にかかると胎児に影響が出
ることがあり、予防接種を受けて免疫をつけてお
くことが大切です。

ＭＲ（麻しん・風しん混合）ワクチンを受ける
人が少ないと、将来麻しん・風しんの流行が起こ
る可能性があります。自分が感染しないためだけ
でなく、周りの人に感染を広げないためにも予防
接種は有効です。

ＭＲワクチン（麻しん・風しん混合）の予防接種は、
2回が原則です。１歳と小学校就学前（年長児）の
時期に、それぞれ1回ずつ無料で予防接種が受けら
れるようになっています。まだ受けていない人は、

この機会に予防接種を受けましょう。
2回の接種を受けることで、お子さんの病気に対

する抵抗力（免疫）をより一層強くすることが期
待できます。

特に、平成23年4月2日～平成24年4月1日生ま
れの人は、平成30年3月31日が接種期限となります。
まだ接種していない人は
早めに接種をしてくださ
い。接種期限を過ぎると
実費負担となりますので
接種期限内に受けましょ
う。

麻しん・風しんの予防接種はお済みですか？
■問　健康ふれあいセンター「元気館」☎32・0300　 32・0301

あきっ子あつまれ！
■問　健康ふれあいセンター「元気館」
　　　☎32・0300　 32・0301

○すくすく広場、歯ッピー・キッズランド 
（計測・栄養相談・歯科相談・交流）
▽と　き　2月21日（水）10時30分～12時 

（時間内ならいつでもどうぞ！）
▽ところ　健康ふれあいセンター「元気館」
▽持ち物　母子健康手帳、バスタオル、おむつ
▽対象者　乳幼児とその保護者、妊婦
＊歯ッピー・キッズランドの受付時間は、 

10時30分～11時30分です。

○あきっ子広場
（ボランティアと一緒に遊ぼう！託児もあります）
▽と　き　2月23日（金）10時～12時 

（時間内ならいつでもどうぞ！）
▽ところ　健康ふれあいセンター「元気館」
▽対象者　乳幼児とその保護者
▽持ち物　お子さんを預ける人は、バスタオル、

おむつ、お茶やさ湯など
＊お子さんの安全のため、保険料100円をいただい

ています。ご了承ください。

乳幼児健診
■問　健康ふれあいセンター「元気館」
　　　☎32・0300　 32・0301

3～4カ月児健診
▽と　き　2月6日（火）12時～
▽ところ　健康ふれあいセンター「元気館」
▽対象者　平成29年10月生まれ
　　　　　（個別通知します）

9～10カ月児健診
▽と　き　2月20日（火）12時～
▽ところ　健康ふれあいセンター「元気館」
▽対象者　平成29年4月生まれ
　　　　　（個別通知します）

1歳6カ月児健診
▽と　き　2月6日（火）13時～
▽ところ　健康ふれあいセンター「元気館」
▽対象者　平成28年5月生まれ
　　　　　（個別通知します）

3歳児健診
▽と　き　2月20日（火）13時～
▽ところ　健康ふれあいセンター「元気館」
▽対象者　平成26年10月生まれ
　　　　　（個別通知します）
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○保育室・園庭開放
安芸おひさま保育所の保育室や園庭を開放しています。

子ども同士、保護者同士のふれあいの場としてご利用く
ださい。
　▽と　き　平日９時～16時

○体験入園
　▽と　き　２月１日（木）、６日（火）、13日（火）、15日（木）、

20日（火）、22日（木）、27日（火） 
９時～12時

　▽ところ　安芸おひさま保育所
　▽持ち物　着替え、お茶、タオル、帽子など

○給食試食会
　　～2月普通食～
　▽と　き　2月13 日（火）
　▽申　込　2月8日（木）締切
　▽定　員　1～5歳まで　10人
　▽食　費　300円
　　～3月普通食～
　▽と　き　3月6日（火）
　▽申　込　3月1日（木）締切
　▽定　員　1～5歳まで　10人
　▽食　費　300円

○安芸おひさま保育所の行事に参加しませんか？
《節分》みんなで豆まきを楽しみましょう！

　▽と　き　2月２日（金） 
9時30分集合（10時開始予定）

《ひな祭り》かわいいおひなさまに会えるかな？
　▽と　き　3月２日（金）10時30分～

○電話相談・面接相談
育児の悩みなどお気軽にご相談ください。

　面接相談の際は事前にご連絡ください。
　▽と　き　平日9時～16時

○なかよし広場
子育て仲間との交流の場として、元気館のホールにて

親子で楽しめる広場を開催しています。
『絵本の読み聞かせとおもちゃ作り』
　▽と　き　2月8日（木）10時～12時
　▽ところ　健康ふれあいセンター「元気館」
　▽持ち物　着替え、お茶、タオルなど

地域子育て支援センター
■問　地域子育て支援センター（安芸おひさま保育所内）
　　　☎・ 37・9310

子育てを一人で頑張っていませんか？みんな悩みながらも子
育てしていることに共感したり、子育てが少しでも楽しくな
るように、悩みを話せる子育て仲間や、子どもたちの小さな
出会いの場として、気軽にご利用ください。

家庭や子育てに関する相談　■問　家庭児童相談室☎35・2920

子育て information子育て information

○一時保育を利用しませんか？
▽対象児童　市内在住の満1歳～就学前まで
▽定　　員　1日あたり5人
▽利用時間　平日（土、日、祝日を除く）
　　　　　　半日(8時30分～12時30分または
　　　　　　12時30分～16時30分)
　　　　　　1日（8時30分～16時30分）
▽利用日数　１カ月あたり14日以内
▽利 用 料　半日1,000円　1日2,000円
■問　安芸おひさま保育所☎・ 37・9310

お誕生おめでとう 12月生まれ
保 護 者 保 護 者赤ちゃん 赤ちゃん誕生日 誕生日性別 性別

＊承諾をいただいた人のみ掲載しています。 ■問　市民課市民係☎35・1001

【安　芸】
吉本　滉一・あかね	 男	 葵

あお

翔
と

	 12月  2日
古井　博幸・恵	 女	 陽

ひ ま り

葵	 12月  3日
小笠原　一也・麻美子	 男	 湊

みな

斗
と

	 12月11日
鍋島　圭太・明子	 男	  和

わたる

	 12月23日
【川　北】

安岡　良太・佳江	 男	 璃
り

陽
お

	 12月  2日

【土　居】
小松　健司・朱理	 男	 明

あ

央
お

	 12月16日
【僧　津】

小松　久・光	 男	  忍
しのぶ

	 12月20日
【井ノ口】

仙頭　秀哲・美穂	 男	 暖
はる

大
と

	 12月19日
【赤　野】

山下　紀洋・和世	 女	 由
よし

乃
の

	 12月  1日
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交通事故やけんかなど、第三者（自分以外の人）
の行為が原因でケガや病気になったときでも、国
保や後期高齢者医療の被保険者の人は届け出をす
ることで保険給付を受けることができます。

第三者の行為によってけがをしたとき、治療費
は本来第三者が支払わなければなりませんが、市
または高知県後期高齢者医療広域連合が治療費を
一時的に立て替え、あとから加害者（第三者）に
請求します。

また、自損事故は第三者行為にはなりませんが、
給付を受けるためには同様の届け出が必要です。

○示談の前には相談を
示談をするときは必ずご相談ください。示談が

成立してしまうと、保険給付が受けられなくなる
場合があります。 

▽届け出に必要なもの
①保険証
②印かん
③交通事故証明書（証明書は後日でもかまいませ 

ん。申請用紙は、自動車安全運転センター・警
察署・交番にあります。）

→　ご自由にご覧ください。　■問　女性の家☎34・3514

AKI CITY NEWS

交通事故など、第三者の行為が原因で 
治療を受けるときは、届け出を！
■問　市民課国保年金係☎35・1002

○国民年金は20歳以上60歳未満のすべての人が加入しています。こんなときは届け出が必要です
こんなとき どうする 持っていくもの どこへ

会社などを退職した 60歳になる前に退職したときは第１
号被保険者（＊）資格取得届

認め印、年金手帳
離職票

市民課国保年金係

会社員・公務員の
人の住所氏名変更
は勤務先へ

扶養からはずれた 60歳になる前に扶養からはずれた場
合は第１号被保険者資格取得届

認め印
年金手帳

転居で住所が変わった
結婚・離婚などで氏名が変わった 住所・氏名変更届

免除や猶予の承認を受けた期間の保険
料を納めたい 追納の申出

60歳をすぎたが未納や未加入期間が
あるので受け取る年金を増やしたい 60歳から65歳まで任意加入 通帳、通帳の届け出印

年金手帳

年金手帳をなくした 再交付申請 認め印

（＊）第１号被保険者…学生・自営業・無職などの人とその配偶者

○年金をもらっている人も、こんなときは届け出が必要です
こんなとき どうする 持っていくもの どこへ

年金証書をなくした 年金証書再交付申請 認め印

市民課国保年金係
年金の受け取り口座を変えたい 支払機関変更届 通帳、認め印、年金証書

住所が変わった 住所変更届 認め印、年金証書

氏名が変わった 氏名変更届 年金証書、戸籍抄本

国民年金　こんなときは届け出を！
■問　市民課国保年金係☎35・1002

納期限のお知らせ
後期高齢者医療保険料および介護保険料の第

8期納期限は２月28日（水）です。納期限を過
ぎると督促手数料や延滞金の発生につながりま
すので、忘れず納付をお願いします。

第三者行為による
被害届

損害賠償を請求

安芸市・
高知県後期高齢者医療広域連合

治　療
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広報あき　平成30年2月 女性の家では、ハローワークからの求人情報を備えています。　→

市立学校給食センターは、現在小学校６校、中
学校２校に約1,000食の給食を提供しています。
教育委員会では、学校給食に使用する食材の納入
業者を次のとおり募集します。

登録希望業者は、「安芸市立学校給食センター用
食材等納入業者登録基準」に基づき、登録申請書
の提出してください。登録基準については、「原則
として、安芸市に本社、本店があること」、「継続
して２年以上、店舗を構えての営業実績があるこ
と」、「納税義務を完全に履行するなど誠実な経営
に努めていること」などの諸条件があります。詳
細は、市ホームページをご覧になるか、教育委員
会へお問い合わせください。

▽申請書配布期間　2月1日（木）～2月15日（木）
▽申請受付　2月8日（木）～2月22日（木）
＊申請書の配布および受付は、学校教育課で行い

ます。郵送では行いません。 
なお、申請書の受付に必要な添付書類などは、
申請書配布時にお知らせします。

▽登録期間
平成30年4月1日〜平成33年3月31日

▽その他
・登録の可否は、「安芸市立学校給食センター運営

委員会」において決定します。
・業者や使用物資の選定は、「安芸市教育委員会」

において決定します。

学校給食センター用食材等納入業者の募集
■問　学校教育課☎35・1021

いつまでも若々
しく、健康なカラ
ダを目指して一緒
に健康づくりを始
めませんか。あな
たの生活ですぐに
活用できる、健康
づくりの“お得な”
情報をお教えしま
す。お誘い合わせ
のうえ、ぜひご参
加ください。

▽ところ
健康ふれあい
センター「元気館」
健診待合ホール
▽参加費　無料
▽定　員　約30人

からだを変えると、私が変わる！
ヘルスアップ教室
■問・申込　健康ふれあいセンター「元気館」☎32・0300　 32・0301

と　　き 内　　容 持ち物 申込締切

2月２日（金）
13時～15時

（12時45分～
受付）

「生活する上で大切な歯の健康・運動に
　 ついて」

歯に関するイイ話や、正しい歯の磨き方を
紹介します。また、メタボ解消や筋力アップ、
疲労回復などに効果的な運動についてお教え
します！歯と運動の関係について一緒に学び
ましょう。
○講師　津田歯科クリニック　島内 理子先生

健康運動指導士　前田 郁 先生

筆記用具、タオル、水分
補給、室内シューズ、普
段使用している歯ブラシ
＊運動のできる服装でお

越しください。

2月１日(木)

2月23日（金）
13時30分

～15時
（13時～受付）

「おいしく減塩するコツ、教えます★」
高血圧の気になる人、お医者さんに血圧が

高いといわれたけど、どうしたらいいのかお
困りの皆さん、お待ちしています。
○講師　藤野管理栄養士（元気館）

筆記用具、その他メガネ
など個人で必要な物
＊いつも食べている「み

そ汁」をお持ちください。

2月16日（金）

3月1日（木）
13時30分

～15時
（13時～受付）

「気軽に！楽しく！運動習慣」
メタボ解消や筋力アップ、疲労回復などに

効果的な運動をお教えします！
○講師　健康運動指導士　前田 郁 先生

筆記用具、タオル、水分
補給
＊運動のできる服装でお

越しください。

2月23日（金）
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広報あき　平成30年2月ペットボトルはラベルとフタを外して出しましょう。

AKI CITY NEWS

税金の滞納に充てるため、差押した財産を売却
します。今回、「動産」、「不動産」をそれぞれ合同
公売会の形式で実施します。
【「動産」合同公売会】
▽と　き　2月3日（土）10時（9時～開場）
▽ところ　安芸総合庁舎2階大会議室、中会議室
▽物　件　家具、電気製品、日用品、絵画など
▽入札参加に必要なもの
・運転免許証など本人確認のできるもの
・委任状（代理の場合）
・買受代金
＊支払いは現金のみ、当日の13時予定
▽参加執行機関

室戸市、安芸市、土佐市、四万十市、香南市、
東洋町、丸亀市、南国機構、高幡機構、幡多機構、
安芸県税事務所、中央東県税事務所、幡多県税事
務所、安芸機構
【「不動産」合同公売会】
▽と　き　2月28日（水）14時（13時30分～受付）
▽ところ　安芸総合庁舎2階大会議室
▽物　件　安芸機構　土地付建物１件、土地のみ
　　　　　３件予定（所在地：安田町、芸西村）
　　　　　安芸市　土地付建物２件、土地１件予定
　　　　　東洋町　土地付建物１件予定

＊物件の詳細は、折込みチラシや各執行機関のホー
ムページをご覧ください。

▽入札参加に必要なもの　
・運転免許証など本人確認のできるもの
・委任状（代理の場合）
・印かん（認め印）
・保証金
＊保証金は現金のみ。入札当日の14時までに納付

してください。
＊農地の場合は農業委員会発行の「買受適格証明

書」が必要です。
▽参加執行機関

差押「動産」、「不動産」の合同公売会を実施します
■問　安芸広域市町村圏事務組合　租税債権管理機構（安芸機構）☎37・9688

安芸広域市町村圏
事務組合
租税債権管理機構

（安芸機構）

☎37・9688
http://www.aki-tax.jp

安芸市税務課
収納係

☎35・1007
http://www.city.aki.kochi.jp

東洋町税務課
☎0887・29・3393
http://www.town.toyo.kochi.jp/
contents/

▽交通安全指導員とは
交通安全指導員は、市および県の委嘱を受け、

警察および交通安全推進機関などと連携をとりな
がら、交通の安全指導や、地域や小中学校の交通
安全活動への協力など、交通事故の防止に努め、
安心安全なまちづくりのために尽力しています。
▽主な活動
・早朝（通学、通勤時）の街頭での交通指導
・交通安全教室や交通安全イベントへの参加
・交通安全グッズの配布など各種啓発活動
・交通事故多発時期の啓発活動
・祭典など特別の事情で交通が混雑するときの交

通指導
▽資格
・普通免許を取得している人
・市内在住の20歳から66歳未満の健康な人
（年齢は平成29年４月１日現在の満年齢）

・交通安全活動に積極的に取り組んでいただける人
▽任期　平成33年3月31日まで（再任あり）
▽報酬など

報酬（月額10,500円）、制服の貸与あり
▽募集人数　１人
▽申込方法

履歴書（任意様式）と運転免許証のコピーを総
務課へ提出してください。
▽選考方法

書類審査、面接を経て、市長からの委嘱となり
ます。市の委嘱を受けた場合、県の指導員として
も推薦させていただきます。

＊その他、具体的な活動や行事などは、総務課総
務係へお問い合わせください。

～地域の交通安全にご尽力いただける人を募集しています～
交通安全指導員募集
■問・申込　総務課総務係☎35・1000
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広報あき　平成30年2月

監査委員は、定期監査（市の財務に関する事務
の執行などの監査）、決算審査（毎会計年度の決算
の監査）、例月現金出納検査（毎月の現金出納につ
いて、翌月に行う検査）、住民監査請求監査（市に
違法、不当な財務会計上の行為があったときに住
民の請求により行う監査）などの監査を行ってい
ます。

本市の監査委員には、識見を有する委員1人、議

会から選出された委員1人、合計2人が選任されて
います。そのうち、識見委員の就退任が昨年12月
にあり、現在の監査委員は次の2人となっています。
〇識見委員（代表監査委員）

福島　文明　(任期2021年12月20日まで)
〇議会選出委員

小松　進也　(任期2018年9月9日まで)

市役所では、臨時職員として働く意欲のある人
を募集しています。まずは名簿登録していただき、
臨時職員が必要となったときに、その中から必要
に応じて勤務を依頼します。
▽職種　事務補助
▽内容　パソコン入力、窓口業務、電話対応、書類整

理など
　　　　＊内容は職場により異なります。

▽賃　　金　日額7,010円～
　　　　　　＊雇用形態により異なります。
▽登録受付　随時(8時30分〜17時15分)
　　　　　　＊土日祝日は除きます。
▽提出書類　履歴書(写真添付)
▽提出方法　総務課職員係まで履歴書を持参もし
　　　　　　くは郵送で提出してください。
＊登録有効期間 

平成30年4月1日～平成31年3月31日

監査委員事務局からのお知らせ
■問　監査委員事務局☎34・1111（代）

市役所臨時職員を募集します
■問　総務課職員係☎35・1000

雑がみ（ティッシュ箱、紙バッグ、菓子箱など）はリサイクルしましょう。

安芸市立農業共同作業所で使用していた農業用
機械を売却します。売却については、一般競争入
札による方法をとりますので、購入希望者は下記
の事項を参考にして、ぜひ入札にご参加ください。

▽売払物品
精米機、乾燥機、トラクター、運搬機、スプレッ

タ、コンバイン、動噴、播種プラントなど
▽売払物品の現地説明会日時・場所

と　き　2月8日（木）13時30分現地集合
ところ　旧安芸市立共同もみすり施設
　　　　（安芸市西浜2291番地）

▽入札参加申込書配布期間
2月1日（木）～2月14日（水）（土日祝日を除く）
9時～17時（12時～13時を除く）

＊参加申込書は2月14日（水）17時までに会計課
に直接持参してください。

▽入札日　2月15日（木）9時～17時
　　　　（12時～13時を除く）

▽入札場所　市役所会計課

＊詳細は市ホームページをご覧ください。

農業用機械を売却します
■問　会計課☎35・1008
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広報あき　平成30年2月市役所代表 35・4445までお問い合わせください。

今
月
の
常
掲
は
、
小
松
賀
代
子

さ
ん
（
栃
ノ
木
）
が
一
針
一
針
愛

情
を
こ
め
て
仕
上
げ
た
、
人
形
や

壁
掛
け
な
ど
の
作
品
を
展
示
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

▽
と
　
き　

２
月
１
日
（
木
）
～

３
月
３
日
（
土
）
９
時
～
17

時
（
昼
休
憩
あ
り
）

＊
日
曜
・
祝
日
は
休
館
（
そ
の
他
、

都
合
に
よ
り
閉
館
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
）

▽
と
こ
ろ　
女
性
の
家
１
階
ロ
ビ

ー
■
問　
女
性
の
家 

☎
34
・
３
５
１
４

皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
と
　
き　

2
月
9
日
（
金
） 

12
時
30
分
～

▽
と
こ
ろ　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▽
演
　
目　
歌
謡
曲
、
舞
踊
、
日

舞
、
歌
謡
体
操
、
民
踊
、
リ

ズ
ム
体
操
、
詩
吟
、
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
な
ど

▽
入
場
料　
無
料

■
問　
老
人
憩
の
家 

☎
35
・
３
５
８
８

自
死
（
自
殺
）
で
大
切
な
方
を

亡
く
さ
れ
た
ご
遺
族
へ
の
支
援
に

つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
講
演
会
終
了
後
に
は
、
自
死

遺
族
の
み
の
交
流
会
も
予
定
し
て

い
ま
す
。

▽
と
　
き　

2
月
14
日
（
水
） 

13
時
30
分
～
15
時

▽
と
こ
ろ　
安
芸
福
祉
保
健
所

▽
講
　
師　
石
倉
紘
子
さ
ん
（
こ

こ
ろ
の
カ
フ
ェ
き
ょ
う
と
代
表
）

ほ
か

＊
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問　
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー 

☎
０
８
８・
８
２
１・
４
９
６
６

昨
年
、
結
成
し
た
「
劇
団
あ
き

Ａ
・
Ｋ
・
Ｉ
」
が
再
び
、
医
療
と

介
護
、
看
取
り
に
つ
い
て
の
寸
劇

と
講
話
を
分
か
り
や
す
く
お
送
り

し
ま
す
。
今
回
は
、
リ
ビ
ン
グ
ウ

ィ
ル
（
終
末
期
医
療
・
ケ
ア
に
つ

い
て
の
生
前
の
意
思
）
を
テ
ー
マ

に
、
人
生
の
最
期
を
ど
う
迎
え
る

か
を
夫
婦
・
家
族
の
絆
を
と
お
し

て
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
と
　
き　
2
月
25
日
（
日
） 

13
時
30
分
～
15
時
30
分 

（
13
時
～
開
場
）

▽
と
こ
ろ　
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー　

３
階
大
会
議
室

▽
出
演
・
講
話　
県
立
あ
き
総
合

病
院
総
合
診
療
内
科
部
長　

的

場
俊
先
生

尾
木
医
院　

院
長　

尾
木
さ
お

り
先
生　
ほ
か

▽
参
加
費　
無
料

▽
申
込
締
切　
2
月
21
日
（
水
）

■
問
・
申
込　
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー 

☎
32
・
０
５
５
５

両
親
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ

り
、
家
庭
で
生
活
す
る
こ
と
が
出

来
な
い
子
ど
も
た
ち
を
自
身
の
家

庭
に
温
か
く
迎
え
入
れ
て
養
育
を

す
る
「
里
親
」。
里
親
制
度
に
つ

い
て
、
説
明
会
と
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん

か
？

▽
と
　
き　

２
月
25
日
（
日
） 

13
時
30
分
～
16
時　
（
13
時
～

15
時
受
付
）

▽
と
こ
ろ　
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
２
階
中
会
議
室

■
問　
高
知
聖
園
ベ
ビ
ー
ホ
ー
ム 

利
岡
さ
ん

☎
０
８
８・
８
７
２・
１
０
１
２

悪
徳
商
法
は
多
様
化
し
、
消
費

生
活
の
問
題
は
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
安
芸
市
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、「
啓
発
落
語
人
」
夢

見
亭
わ
っ
ぱ
先
生
を
お
招
き
し
、

ト
ラ
ブ
ル
防
止
、
解
決
の
た
め
の

落
語
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た

啓
発
グ
ッ
ズ
の
無
料
配
布
も
行
い

ま
す
の
で
、
ご
家
族
、
ご
友
人
と

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▽
と
　
き　

2
月
26
日
（
月
） 

13
時
30
分
～
15
時
30
分

【
第
１
部
】
防
犯
落
語

【
第
２
部
】
悪
質
商
法
防
止
落
語

▽
と
こ
ろ　
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー　

3
階
大
会
議
室

▽
講
　
師　
夢
見
亭
わ
っ
ぱ
先
生

▽
入
場
料　
無
料

■
問　
商
工
観
光
水
産
課 

☎
35
・
１
０
１
１ 

35
・
８
１
１
３

家
庭
内
（
夫
婦
間
、
親
子
間
の

暴
力
）
お
よ
び
恋
愛
関
係
の
当
事

者
間
に
お
け
る
暴
力
な
ど
に
つ
い

て
、
専
門
の
相
談
員
に
よ
る
相
談

窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
ま
ず

は
電
話
で
相
談
を
！

＊
相
談
員
は
こ
う
ち
被
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
の
支
援
員
で
す
。

＊
電
話
で
の
相
談
時
に
は
住
所
、

氏
名
は
言
う
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん（
通
話
料
は
自
己
負
担
で
す
）。

＊
来
所
に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。

▽
と
　
き　
毎
月
第
2
、
第
4
金

曜
日　

2
月
は
9
日
・
23
日

10
時
～
15
時

▽
と
こ
ろ　
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
1
階　

相
談
室

▽
対
象
者　
市
内
在
住
の
人

■
問　
☎
０
８
０・
３
１
６
７
・
２
９
１
８

（
第
2
・
第
4
金
曜
日
以
外
の

平
日
8
時
30
分
～
17
時
15
分

は
福
祉
事
務
所
障
害
ふ
く
し

係
で
対
応
し
ま
す
）

【
指
定
工
事
店
】

▽
受
付
期
間　
2
月
1
日
（
木
）

～
3
月
15
日
（
木
）

▽
必
要
書
類

更
新
対
象
者
に
は
、
案
内
文
書

を
郵
送
し
ま
す
（
新
規
登
録
を
希

望
す
る
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ

い
）。

＊
指
定
工
事
店
の
申
請
添
付
書
類

に
は
、
取
得
に
日
数
を
要
す
る

も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

▽
手
数
料

新
規　

２
０
，
０
０
０
円

更
新　

１
０
，
０
０
0
円

【
責
任
技
術
者
】

▽
受
付
期
間　
2
月
1
日
（
木
）

催

し

お
知
ら
せ

板
示
掲
報
情

板
示
掲
報
情

下
水
道
排
水
設
備
工
事
指
定
工

事
店
お
よ
び
責
任
技
術
者
の
登

録
・
更
新
を
受
け
付
け
ま
す

消
費
者
啓
発
落
語
講
座

～
知
っ
て
安
心
、ト
ラ
ブ
ル
防
止・解
決
の
た
め
に
～

第
4
回
看
取
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

ｉ
ｎ
あ
き

Ｄ
Ｖ
相
談
窓
口
を
開
設
し
て

い
ま
す

女
性
の
家
２
月
の
常
掲
展

「
和
布
小
物
展
」

第
45
回
安
芸
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

芸
能
大
会

「
ひ
だ
ま
り
の
会
」
講
演
会

里
親
制
度
の
説
明
会
＆
相
談
会
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～
2
月
15
日
（
木
）

▽
必
要
書
類

申
請
書
、
住
民
票
、
写
真
２
枚

（
3
ｃ
ｍ
×
２・
５
ｃ
ｍ
）、
合

格
証
ま
た
は
修
了
証

▽
手
数
料

新
規　

５
，
０
０
０
円

更
新　

３
，
０
０
０
円

■
問
・
申
込　
上
下
水
道
課
下
水

道
係 

☎
35
・
１
０
１
８ 

34
・
４
０
１
４

就
学
援
助
制
度
は
、
経
済
的
な

理
由
か
ら
就
学
困
難
な
児
童
生
徒

に
対
し
て
、
小
中
学
校
で
必
要
な

学
用
品
費
、
学
校
給
食
費
な
ど
を

援
助
し
ま
す
。

希
望
者
は
、
通
学
し
て
い
る
学

校
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者

①
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人

②
生
活
保
護
に
準
ず
る
程
度
に
生

活
に
困
窮
し
て
い
る
人

■
問　
学
校
教
育
課 

☎
35
・
１
０
２
１

安
芸
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
の
推
薦
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
市
民
ス
ポ
ー
ツ
賞
】

一
般
、
高
校
生
（
団
体
含
む
）

で
、
日
本
代
表
ま
た
は
県
代
表
と

し
て
競
技
大
会
に
出
場
し
、
優
秀

な
成
績
を
収
め
、
地
域
社
会
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
し
て
い
る
人

【
市
民
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
】

地
域
で
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
、
振

興
の
た
め
熱
心
に
実
践
し
、
指
導

に
あ
た
っ
て
い
る
50
歳
以
上
の
人

▽
対
象
者

市
内
在
住
者
も
し
く
は
出
身

者
、
ま
た
は
安
芸
市
に
所
在
す
る

団
体

▽
受
付
期
限

2
月
21
日
（
水
）
17
時
必
着

■
問　
生
涯
学
習
課 

☎
35
・
１
０
２
０

気
の
合
う
仲
間
で
チ
ー
ム
を
作

り
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
と
　
き　

３
月
４
日
（
日
） 

９
時
～

＊
小
雨
決
行

▽
参
加
資
格

チ
ー
ム
関
係
者
か
ら
、
交
通
指

導
な
ど
の
役
員
が
出
せ
る
チ
ー
ム

▽
チ
ー
ム
編
成

１
チ
ー
ム
６
人
。
同
一
職
場
・

チ
ー
ム
・
ク
ラ
ブ
な
ど
で
編
成
。

【
小
学
生
の
部
】

市
内
在
校
生
、
も
し
く
は
市
内

の
ク
ラ
ブ
に
在
籍
す
る
人

【
中
学
生
・
一
般
の
部
】

１
部
・
２
部
制
。
市
内
在
校
生

ま
た
は
一
般
男
女
。
年
齢
制
限
な

し
、
男
女
混
合
チ
ー
ム
も
可
。
２

部
は
ピ
ッ
タ
リ
駅
伝
。

▽
申
込
期
限　
2
月
16
日
（
金
）

17
時
必
着

■
問
・
申
込　
生
涯
学
習
課 

☎
35
・
１
０
２
０

市
で
は
、
高
校
・
高
等
専
門
学

校
・
大
学
な
ど
へ
進
学
す
る
人
、

ま
た
は
在
学
中
の
人
で
、
次
の
応

募
資
格
す
べ
て
を
満
た
し
て
い
る

人
に
無
利
子
で
奨
学
資
金
を
貸
与

し
て
い
ま
す
。

▽
応
募
資
格

・
進
学
の
意
欲
が
旺
盛
で
あ
る
こ

と
・
学
資
の
調
達
が
難
し
い
と
認
め

ら
れ
る
者
で
あ
る
こ
と

（
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援

機
構
の
定
め
る
学
資
貸
与
の
際

の
収
入
基
準
を
参
考
と
し
ま
す
）

・
保
護
者
ま
た
は
親
権
者
が
引
き

続
き
１
年
以
上
安
芸
市
に
住

ん
で
い
る
こ
と

・
身
体
強
健
で
品
行
方
正
で
あ
る

こ
と

・
奨
学
金
の
返
還
が
可
能
で
あ
る

こ
と

▽
貸
付
金
額
・
募
集
人
員

【
高
等
学
校
】

月
額
１
万
円
以
内
…
若
干
名

【
高
等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
】

月
額
１
万
５
千
円
以
内
…
若
干

名
【
大
　
学
】

月
額
３
万
円
以
内
…
若
干
名

▽
募
集
期
間

3
月
1
日
（
木
）
～
30
日
（
金
）

＊
申
請
の
用
紙
は
学
校
教
育
課
の

ほ
か
市
内
中
学
校
・
高
校
に
も

あ
り
ま
す
。

■
問
・
申
込　
学
校
教
育
課 

☎
35
・
１
０
２
１

安
芸
市
、
Ｊ
Ａ
土
佐
あ
き
、
安

芸
商
工
会
議
所
、
高
知
県
で
は
、

全
国
で
も
有
数
の
冬
春
ナ
ス
の
大

産
地
で
あ
る
安
芸
市
を
も
っ
と
地

元
で
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
「
安
芸
ナ
ス

を
食
べ
て
も
ら
お
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（
仮
称
）」
を
立
ち
上
げ
活
動

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
安
芸
市

産
ナ
ス
を
メ
ニ
ュ
ー
化
し
て
い
る

飲
食
店
を
掲
載
す
る
マ
ッ
プ
づ
く

り
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

マ
ッ
プ
掲
載
に
ご
協
力
い
た
だ

け
る
飲
食
店
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
要
件

・
毎
月
17
日
（
国
産
ナ
ス
消
費
拡

大
の
日
）
に
ナ
ス
料
理
を
提
供

で
き
る
こ
と

・
安
芸
市
産
の
ナ
ス
を
使
用
し
て

い
る
こ
と

▽
募
集
締
切　
2
月
16
日
（
金
）

■
問
・
申
込　
安
芸
農
業
振
興
セ

ン
タ
ー 

☎
34
・
０
１
３
８ 

35
・
７
７
１
９

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
仲
間

と
仕
事
を
し
た
い
人
、
興
味
の
あ

る
人
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
資
格　
原
則
と
し
て
60
歳

以
上
で
、
働
く
意
欲
の
あ
る
人

■
問
・
申
込　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー 

☎
35
・
３
６
０
３

放
送
大
学
で
は
、
平
成
30
年
度

第
1
学
期
の
学
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、

約
３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が

あ
り
、
1
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
全
国
に
学
習

セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
学
生
の
交

流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
出
願
期
限　
2
月
28
日
（
水
）

■
問　
放
送
大
学
高
知
学
習
セ
ン

タ
ー

☎
０
８
８・
８
４
３・
４
８
６
４

募

集

〜
飲
食
店
の
み
な
さ
ん
へ
〜

「
安
芸
ナ
ス
を
食
べ
て
も
ら

お
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
仮
称
）」

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

第
43
回
安
芸
市
駅
伝
競
走
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

安
芸
市
奨
学
資
金 

平
成
30
年
度
奨
学
生
募
集

放
送
大
学
4
月
生
募
集

就
学
援
助
制
度

安
芸
市
ス
ポ
ー
ツ
賞

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集
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今年もおひなさまの季節がやってきました。昨
年まで香川県多度津町からおひなさまをお借りし
て展示しましたが、今年は安芸市を中心に皆さん
から寄せられたおひなさまを展示します。

なかでも写真のおひなさまは、今から約160年前、
幕末のおひなさまです。安芸市伊尾木で村長をし
ていた久保春

はる

海
み

夫人、峯さん（1859生まれ）のお
ひなさまで、挟

はさみ

箱
ばこ

に入っていました。
久保春海（1861～1937）さんは、文久元年（1861）

伊尾木の造り酒屋に生まれ、8歳から寺子屋に通い

始め、書や漢詩を習いました。その後、黒岩涙香
の父や五藤家の儒学者、小牧雪江に師事し、書と
漢文に秀でていました。その後、旧安芸郡伊尾木
村の村長を歴任し、学校増築のため役場事務所を
移転させるなど、教育の充実に尽力しました。晩
年は、伊尾木村史の編纂に情熱を注ぎました。

今回、このおひなさまをはじめ、展示している
人形の解説を下記のとおり行います。ぜひご来館
ください。
▽特別展の入館料　大人300円、中高生100円、
　　　　　　　　　小学生50円
＊毎週土曜日は小中高生は無料
▽開館時間　9時～17時
＊月曜日は休館（2月12日は開館します）
○展示解説
▽と　き　2月18日（日）10時、14時
＊当日は当館ホールにお集まりください（要入館料）。

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28

→　詳しくはお問い合わせください。■問　総務課☎35・1000

新刊の一押し

へ行こう！ 安芸市民図書館☎35・5638

2月の

休
館
日

×印は休館日　○印はおはなし会

二宮　孝嗣　著

「美しい花言葉・花図鑑」
（ナツメ社）

今月は、美しい花の写真とその花がもつ花言葉が
掲載された本の紹介です。

普段あまり見かけない珍しい花にもきちんと花言
葉があり、どうしてその言葉が選ばれたのか、尋ね
てみたい気がします。

まだまだ寒い日が続きますが、花々の写真をみて、
春を感じてみませんか？

【開館時間】
平日→9時30分～19時まで
土日→9時30分～17時まで

【童（わらし）っ子】
絵本の読み聞かせなどを行います。
▽と　き　2月3日（土）14時～

【ぱんだぱんだ】
赤ちゃんのための絵本や紙芝居の読
み聞かせ、からだ遊びを行います。
▽と　き　2月８日（木）10時30分～

【無料配布】
廃棄処分した図書や、雑誌をお譲り

します。また、絵本セラピストまりろさ
んによる読み聞かせやFlatさんの販
売も同時開催します。ぜひお越しくだ
さい。
▽と　き　3月11日（日）
　　　　　9時30分～12時30分

＝ 2月の新刊案内 ＝
【児童書】▽新井洋行「ひだりみぎ」▽林木林「ねばらねばなっとう」▽
おおつぼかずみ「おにのつの」▽岡田よしたか「すすめ！かいてんずし」
▽杉本りえ「100年の木の下で」ほか

【一般書】▽柳本あかね「小さな家の暮らし」▽きじまりゅうた「ぜんぶ
簡単どんぶり」▽桜木紫乃「砂上」▽今村夏子「星の子」▽畑野智美「消
えない月」ほか

【お知らせ】
・3月10日（土）は、13時から臨時休館します。
・3月12日（月）～22日（木）まで、蔵書点検・資料整理のため休館します。
　3月23日（金）から通常通り開館します。

特別展「安芸のおひなさま」
2月3日（土）〜4月15日（日）まで開催　■問　歴史民俗資料館☎34・3706

▲内裏雛
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人 口 統 計

人口� 17,737人 安芸町 6,843人
（前月比：17人減） 伊尾木 1,587人

男　8,423人 川 北 2,990人
（　〃　：9人減） 東 川 263人

女　9,314人 土 居 1,967人
（　〃　：8人減） 井ノ口 2,003人

世帯数� 8,431 畑 山 196人
【29年12月末日現在】
（外国人含む）

穴 内 730人
赤 野 1,158人

（地区別人口）

12
月
1
日
（
金
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー 

„
み
る
き
ぃ
＂
開
所
式
に
出
席

庁
議

12
月
3
日
（
日
）

安
芸･

室
戸
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ラ
イ
ド

２
０
１
７
に
出
席

12
月
4
日
（
月
）

市
議
会
連
合
審
査
会
に
出
席

こ
う
ち
安
芸
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
㈱
専

務
と
の
協
議

市
表
彰
選
考
委
員
会
に
出
席

定
例
記
者
会
見

12
月
5
日
（
火
）

課
長
会

野
村
證
券
㈱
高
知
支
店
長
と
の
懇

談公
的
保
育
の
拡
充
を
求
め
る
大
運

動
実
行
委
員
会
と
の
協
議

百
歳
長
寿
祝
い
（
井
ノ
口
）

12
月
6
日
（
水
）

年
末
年
始
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
立
哨

安
芸
市
の
未
来
を
考
え
る
会
か
ら

市
庁
舎
移
転
反
対
署
名
を
受
け
取

る
12
月
7
日
（
木
）

12
月
市
議
会
定
例
会
（
開
会
）

第
69
回
人
権
週
間
人
権
メ
ッ
セ
ー

ジ
手
交
式 

に
出
席

関
東
高
知
県
人
会
事
務
局
と
の
懇

談新
庁
舎
建
設
候
補
地
説
明
会

12
月
8
日
（
金
）

臨
時
課
長
会

市
消
防
団
幹
部
忘
年
会
に
出
席

遺
族
会
忘
年
会
に
出
席

12
月
9
日
（
土
）

掛
布
雅
之
観
光
特
使
と
の
懇
談

安
芸
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
に
出
席

12
月
10
日
（
日
）

安
芸
タ
ー
ト
ル
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大

会
12
月
11
日
（
月
）

市
議
会
定
例
会
（
質
疑
）

12
月
12
日
（
火
）

（
在
庁
）

12
月
13
日
（
水
）

新
庁
舎
建
設
候
補
地
説
明
会

12
月
14
日
（
木
）

高
知
天
文
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
懇

談
12
月
15
日
（
金
）

安
芸
市
の
未
来
を
考
え
る
会
か
ら

市
庁
舎
移
転
反
対
署
名
を
受
け
取

る
12
月
18
日
（
月
）

市
議
会
定
例
会
（
一
般
質
問
）

12
月
19
日
（
火
）

市
議
会
定
例
会
（
一
般
質
問
）

12
月
20
日
（
水
）

市
議
会
定
例
会
（
一
般
質
問
）

12
月
21
日
（
木
）

市
議
会
定
例
会
（
採
決
・
閉
会
）

市
議
会
忘
年
会
に
出
席

12
月
22
日
（
金
）

四
国
銀
行
㈱
安
芸
支
店
長
と
の
懇

談監
査
委
員
辞
令
交
付

12
月
25
日
（
月
）

安
芸
広
域
市
町
村
圏
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
組
合
定
例
会
に
出
席
（
奈

半
利
町
）

安
芸
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
議

会
定
例
会
に
出
席 

12
月
26
日
（
火
）

全
日
空
㈱
高
知
支
店
長
ほ
か
と
の

懇
談

12
月
27
日
（
水
）

室
戸
市
長
と
の
協
議
（
室
戸
市
）

安
田
町
長
と
の
協
議
（
安
田
町
）

12
月
28
日
（
木
）

馬
路
村
長
と
の
協
議
（
馬
路
村
）

野
町
県
議
会
議
員
・
芸
西
村
長
と

の
協
議
（
芸
西
村
）

消
防
団
年
末
警
戒
団
長
巡
視
に
出

席

12月　市長の活動　この公務記録には、庁内での打合せ、ご面会等は掲載していません。

種 別
12　月　分 累　　計

安芸市 芸西村 計 安芸市 芸西村 計

火　

災

建 物 0 0 0 7 0 7

林 野 0 0 0 0 0 0

そ の 他 1 0 1 5 2 7

計 1 0 1 12 2 14

救　

急

急 病 56 14 70 646 164 810

交 通 事 故 4 1 5 70 23 93

一 般 負 傷 19 4 23 176 39 215

転 院 24 10 34 234 64 298

そ の 他 0 0 0 37 5 42

計 103 29 132 1,163 295 1,458

安芸市・芸西村火災救急出動状況

一般廃棄物最終処分場放流水水質検査

採取試験日 ＰＨ ＳＳ
mg/ℓ

ＣＯＤ
mg/ℓ

ＢＯＤ
mg/ℓ

大腸菌群数
個/ｍℓ

処分場独自排水目標 5.8〜8.6 20以下 20以下 10以下 3,000以下
法排水基準 5.8〜8.6 150以下 120以下 120以下 3,000以下
12月6日 7.5 1.0 1.4 0.5以下 30以下

相 談

行政相談
▽と　き　2月21日（水）10時～15時 

（12時から13時まで昼休み）
▽ところ　総合社会福祉センター
■問　総務課☎35・1000

人権相談
▽と　き　2月1日（木）10時～15時 

（12時から13時まで昼休み）
▽ところ　総合社会福祉センター
■問　法務局安芸支局☎35・2272

年金相談
▽と　き　2月1日（木）10時～14時30分 

（12時から13時まで昼休み）
▽ところ　総合社会福祉センター　２階中会議室
■問　南国年金事務所☎088・864・1111

法律相談
▽と　き　2月19日（月）13時30分～15時30分
▽ところ　安芸ひまわり基金法律事務所 

（商工会議所２階）
＊相談無料　１人30分で予約制
＊借金などでお困りの人については、随時無料で受け付

けしています。
＊法テラスの制度も使えます。
■問　安芸ひまわり基金法律事務所☎35・8200



２
つ

目

は
、
他

校
と

の

交
流
で

す

。
さ
ま

ざ
ま

な
友
達

と
交

流
で

き

る
よ

う
外

国
語
学

習
で

は
、
低

学
年

、
中

学

年
は
伊

尾
木

小
学

校
の
友

達
と

一
緒

に
学

習
し

て

い
ま
す

。
ま

た

、
本

校
同

様
の
小

規

模
校

の
東

川
小

学
校

、

奈
半
利

町

の
加
領

郷
小

学

校
と

三
校
交

流
会

を
行

い
互

い
に
訪

問

を
し
て

い
ま

す

。
そ
の

う
ち

の
東
川

小
学

校
と

は

、
運
動

会
や

学

習

発

表
会

な
ど

行
事

に
行

き

来
し
て

競
技

や
プ

ロ
グ
ラ

ム
に

参
加

し
て

い
ま

す

。

こ

う
し
た

取
り

組
み

に
加

え

、
特
筆

で

き

る
の

は
、
ク

ラ
ブ

活
動

で
行

っ
て

い

る
落
語

の
取

り
組
み

で
す

。
数

年

前
か
ら

取

り
組
ん

で

い
ま

す

が
、
今

年

も
、
地

域
と

の
ふ

れ

あ

い
交
流

会
や

敬
老

会
で

発

表
し

、
地
域

の
お

年
寄

り
に
楽

し
ん

で

い
た

だ
き
ま

し
た

。
今

後
は

、「
ふ

れ
あ

い
ま
つ

リ

（
学

習
発
表

会
）
」

で

の
発

表
に

向
け

て
完

成

度
を
高

め
て

い

き

ま

す

。

コ

ー
ド
参
照
）
。
ス

マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

ま
た
、
本
校
に
は
、
開
か
れ
た
学
校
づ
く

リ
推
進
委
員
会
が
あ
り
、
今
年
は
、
学
校
地

域
支
援
本
部
と
し
て
学
校
を
支
え
て
く
れ
て

い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
と
も
に
、
夕
涼
み
会
の

開
催
や
行
事
へ

の
協
力
も
し
て
く
れ
ま
す

。

運
動
会
や
プ
ー
ル
掃
除
に
は
、
大
勢
の
皆
さ

ん
が
駆
け
つ
け
て
く
れ
て
準

備
や

後
片
付

け
、
競
技
へ
の
参
加
、
役
員
の
仕
事
も
し
て

く
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
や
、
保
護
者
や
地
域

の
人
た
ち
に
支
え
に
よ
っ
て
、
こ
ど
も
た
ち

は
の
び
の
び
と
成
長
し
、
た
く
ま
し
さ
や
表

現
力
を
獲
得
し
て
い
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

＊
本
校
の
活
動
の
詳
細
は
、
本
校
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
左
下
の
Ｑ
Ｒ

決
と

表

現
力

の
育
成

を

目
指
し

て

い
く
つ

か

の

こ
と

に
取

り
組
ん

で

い
ま

す
。

１

つ

目
は
、

朝
の

活
動

の
利

用
で

す

。
下

山
小

学
校

の
朝

は
、

全

校
朝
礼

で
始

ま

り
ま

す

。
２
年

生

か
ら
６

年

生
が

交
代
で

司
会

を

し
ま

す

。
司
会

の

号
令
で

、
朝

の
あ

い
さ
つ

、

健

康

調

べ

を
し

た

後
、

こ

れ

も

交

代

で

ス

ピ

ー
チ

を
し
ま

す

。
最
近

の
出

来
事

や
感

じ

た

こ
と

な
ど

を
披

露
し

、
聞

い
た
友

達

は
感

想

を
述
べ

ま

す
。
朝

の
活

動

は
、
日

替

わ
り

で

、
音
読

朝
会

や
音

楽

朝
会

な
ど

も
取

り
入

れ

、
朝

か
ら
声

を
出

す
よ

う
活

動
し

て

い
ま

す

。
ま
た

、

体
目
覚

め

の
運
動

を
行

い
、

体

力

作
り

も
行

っ
て

い
ま

す
。
行

事

の
内
容

に

合

わ
せ
て

、
こ

れ
ら

の
活

動

を
組
み

合

わ
せ

て
取

り

組
ん
で

い
ま

す

。

本
年
度
は
、
３
人
の
新
入
生
を
迎
え
８
人

で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
１
年
生
３

大
、
２
年
生
２
人
、
４
・
５
・
６
年
生
各
１
人

で
、
単
複
、
特
別
支
援
学
級
あ
わ
せ
て
４
ク

ラ
ス
と
な
り
ま
す
。

教
育
目
標
は
、
「
い
つ
も
か
し
こ
く
笑
顔

が
い
っ
ぱ
い
」
「
い
つ
も
な
か
よ
く
笑
顔
が

い
っ
ぱ
い
」
「
い
つ
も
元
気
で
笑
顔
が
い
っ

ぱ
い
」
で
す
。
ど
の
項
目
に
も
「
笑
顔
が
い
っ

ぱ
い
」
が
入
っ
て
い
ま
す
。
言
葉
ど
お
り
、

大
き
な
声
と
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
し
て
く
れ
ま

す
。
と
は
言
え
、
全
校
児
童
８
人
の
小
さ
な

学
校
で
す
。
普
段
仲
間
と
い
る
と
き
は
い
い

の
で
す
が
、
大
勢
の
な
か
で
は
、
萎
縮
し
た

り
、
隅
っ
こ
で
小
さ
く
固
ま
っ
て
い
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
課
題
の
解

学校
だより

下
山
小
学
校
の
取
り
組
み

下
山
小
学
校

地
域
と
と
も
に

赤
野
小
学
校

赤
野
小
学
校
は
児
童
数
2
6人
の
完
全
複
式

学
校
で
す
。
休
み
時
間
は
、
１
年
生
か
ら
６

年
生
ま
で
学
年
に
関
係
な
く
遊
ん
で
い
ま
す
。

教
育
目
標
は
「
や
さ
し
く

た
く
ま
し
く

よ

く
考
え
る
子
」
で
あ
り
、
目
指
す
児
童
像
は

「
す
す
ん
で
学
習
す
る
子
・
人
や
物
を
大
切
に

す
る
子
・
健
康
で
明
る
く
元
気
な
子
・
美
し

い
も
の
に
感
動
す
る
心
を
持
つ
子
」
で
す
。

本
校
は
安
芸
市
立
の

学
校
で

初
め
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
と
し
て
認
可
さ
れ
、

現
在
は
赤
野
小
学
校
地
域
学
校
協
働
本
部
と

と
も
に
児
童
の
教
育
活
動
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
地
域
と
学
校
を
結
び
つ
け
る
大
切
な
役

割
を
、
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
果
た
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
お
か
け
で
、

学
校
は
大
き
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。

毎
週
水
曜
日
の
朝
は
読
み
聞
か
せ
、
午

後
は
算
数
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
読
み
聞
か
せ
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が

各
学
年
に
応
じ
た
本
に
加
え
て
、
珍
し
い
絵

本
の
紹
介
や
長
編
小
説
な
ど
を
選
ん
で
く
だ

ざ
る
の
で
、
本
へ

の
視
野
が
広
が
り
読
書
へ

の
興
味
関
心
が
高
ま
り
ま
す
。
算
数
チ
ャ
レ

ン
ジ
で
は
、
全
児
童
が
短
時
間
に
多
く
の
問

題
に
挑
戦
し
て
、
努
力
や
頑
張
り
を
確
認
し

て
い
ま
す

。
そ
れ
ぞ
れ
短
い
時
間
で
す
が
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
児
童
の
健
全
な
成
長
へ
の

思
い
、
優
し
い
声
が
け
や
見
守
り
の
効
果
や

成
果
は
大
き
い
で
す
。
児
童
は
成
功
も
す
れ

ば
失
敗
も
し
ま
す
。
成
功
は
よ
リ
高
い
自
分

を
目
指
し
、
失
敗
か
ら
は
成
功
へ
と
つ
な
が

る
改
善
や
強
い
心
身
を
磨
く
こ
と
を
学
べ
る

励
ま
し
や

言
葉
が
け
を
し
て
、
児
童
の
生
活

や
教
育
に
地
域
の
皆
さ
ん
が
深
く
関
わ
っ
て

く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

き
、
地
域
に
根
ざ
し
て
い

ま
す
。
少
人
数
の
小
規
模

校
で
は
あ
り
ま
す
が
、
支

援
し

て

く
だ

さ

る
地
域

は
強
力
で
大
規
模
で
す
。

今

後
も

お
力

添
え

を
い

た
だ
き
、
地
域
に
貢
献
す

る
学
校

と
し

て
さ

ら
に

発

展
し

て
い

き
た

い
と

思
い
ま
す
。

後
か
ら
は
地
域
の
方
々
の
協
力
に
よ

る
お
餅

つ
き
、
古
来
か
ら
の
わ
ら
縄
づ
く
り
、
火
お

こ
し
の
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

教
え
て
く
だ
さ
る
地
域
の
方
が
い
る
か
ら
こ

そ
、
体
験
で
き
る
こ
と
で
あ
リ
児
童
に
は
非

常
に
貴
重
な
時
間
で
し
た
。

ま
た
、
高
知
県
保
護
無
形
民
俗
文
化
財
と

し
て
赤
野
に
伝
わ
る
伝
統
文
化
を
継
承
す
る

赤
野
獅
子
舞
に
取
り
組
ん
で
い
る
児
童
も
い

ま
す
。
赤
野
小
学
校
は
地
域
と
深
く
結
び
つ

ま
た
、
学
校
行
事
や
授
業
な
ど
を
通
し
て

教
育
環
境
整
備
、
生
活
科
や
総
合
的
な
学
習

の
時
間
、
ク
ラ
ブ
活
動
や
あ
い
さ
つ
運
動
な

ど
、
多
く
の
教
育
活
動
に
携
わ
っ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
児

童
が
安
心
し
て
学
校
生
活
が
送
れ
、
学
習
や

学
校
行
事
に
集
中
で
き
る
安
全
な
教
育
環
境

を
整
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

児
童
に
は
、
地
域
の
活
動
を
通
し
て
人
間

関
係
の
大
切
さ
や
故
郷
を
大
事
に
思
う
心
が

育
ま
れ
、
感
謝
の
気
持
ち
が
広
が
り
、
学
習

に
集
中
し
て
自
分
の
力
を
伸
ば
す
意
欲
が
生

ま
れ
ま
す
。
そ
の
姿
を
見
て
、
地
域
の
方
も

喜
び
を
感
じ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

１１
月
に
は
毎
年
行
っ
て
い
る
学
習
発
表
会

と
交
流
参
観
日
を
実
施
し
ま
し
た
。
児
童
が

熱
演
し
た
劇
、
笑
い
が
巻
き
起
こ
っ
た
落
語
、

小
学
生
が
考
え
る
防
災
の
あ
リ
方
の
提
言
、

感
動
し
て
涙
を
流
す
人
の

多
か
っ
た
オ
ペ

レ
ッ
タ
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
午



浸透してきています！

ＰＥＴボトルのラベルはがし

今年度、広報などでお願いしてきた結果、PET

ボトルのラペルはがしは徐々に浸透しており、き

れいな状態でPET ボトルを出していただいてい

る地区も増えてきました。

しかし、地区によっては、リサイクルに対する

温度差があり、まだまだラペルのはがされていな

い集積所が多数あります。

惑

い
例

良
い
例

安芸市ごみ減量化推進キャラクター

くいしんぼ　くまあきくん

PET ボトルを集積所に出すとき

は、フタを取り、ラベルをはがし

てください ！

ラベル､フタ｢ゼロ｣を目指して、

皆さんのご協力をお願いします。

ごめん・なはリ線では、通勤定期券利用者のた

めのパーク＆ライト専用駐車場を無料で安芸駅に

ご用意しています。

ご契約いただくと、平日は確実に駐車いただけ

ます（土日祝日は駅利用者と共用駐車場です）。

ご自宅から安芸駅まで自家用車で、安芸駅から

はごめん・なはリ線をご利用ください。

▽対象者

・安芸駅からの３ヵ月または６ヵ月通勤定期券

購入者

・居住地が安芸駅から概ね１km以上離れていること

▽申込受付場所

ごめん・なはリ線安芸駅（5 時30 分～21 時）

ごめん・なはり線
パーク＆ライト

駅まで車、駅か弓列車！渋滞知ら ずで快適通勤！

高知県への年間移住者数1,000 組をコンスタントに

達成していくことと、各産業分野の担い手を確保する

ことを目指して、｢高知県移住促進･人材確保センター｣

が設立しました。高知県をはじめ、県内の全34 市町村、

そして農業・林業・水産業・商工業・福祉など多くの

団体が参画した ″オール高知 ″の体制で取り組んでい

ます。

県外からの移住者数の推移

高知の暮らしのこと、仕事のこと、

なんでもご相談ください！
～高知県移住促進・人材確保センターが始動～

県外で暮らすご家族、親戚、ＳＮＳでつなかってい

るお友達など、高知へのＵターン・｜ターンを検討して

いる人がいらっしゃいましたら、ぜひ高知県移住促進･

人材確保センターをご紹介ください。専門スタッフが

ご希望に応じた働き方や移住プランを提案します。

また人材不足、後継者問題にお悩みの事業者の皆さ

んも、当センターへご相談ください。会社に活力を与

える人材探しをお手伝いします。

高知暮らしのポータルサイト

【高知家で暮らす｡】

高知で働きたい！を応援します

【高知求人ネット】
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▼募集職種と受験資格

＜保健師＞

昭和62年４月２日以降に生まれた人で、安芸市内

に居住可能な人。ただし、保健師資格を有する人また

は平成30 年３月31 日までに資格取得見込みの人に

限る。

＜建築士＞

昭和57年４月２日以降に生まれた人で、安芸市内

に居住可能な人。ただし、１級または２級建築士の資

格を有する人に限る。

【社会人経験者枠】

＜情報処理＞

昭和57年４月２日以降に生まれた人で、民間企業

などでの勤務経験が３年以上あり、安芸市内に居住

可能な人。ただし、基本情報技術者の資格を有する人

に限る。

▼採用予定人員　各職種１名程度

▼採用予定日　　平成30年４月１日以降

▼試験日　　　　２月18日(日)

▼最終合格発表　２月23日(金)(予定)

▼受付期間　　　２月１日(木)～２月14日(水)必着

問・中込　　　 総務課職員係　35 ・ 1000

＊試験案内・試験申込書は市ホームページからダウン

ロードできます。

球春到来！

阪神タイガース
春季キャンプを応援に行こう！

矢野２軍監督が次世代を担う若虎たちを

率いて初キャンプ！ぜひ球場に足を運んで

ご声援ください。

▽キャンプ期間

２月１日(木)～２月28 日(水)

▽練習休日

５日(月)、９日(金)、14 日(水)、

19 日(月)、23 日(金)

＊天候などにより、日程が変更になる場合

があります。

練習試合日程（予定）

＊試合開始時間は、全試合12 時30 分の予定です。

最
近
に

な
っ
て
、
地
元
の
同

級
生
に
再
会
す

る
こ
と
が

増
え

ま
し
た
。
県
外
に

進
学
し
て
も
、
地
元
で

就
職
し
た

友
人

が
多
い
よ
う
で

、
意
外

だ
な
と
思

う
反
面
、
嬉
し
く

も
あ
り
ま
す
。
し
ば
ら
く
会
っ
て
い
な
か
っ
た
友
人
と
も

、

大
人
に
な
っ
て
再
会
し
、
遊
び
に
行
っ
た
り
食
事
に
行
っ

た
り
と
、
よ
り
親
し
く
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。
そ
う
考
え

る
と
、
私
は
地
元
に
帰
っ
て
き
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す

。

新
し
い

環
境
で
育
む
人

間
関
係
も
大
切

で
す
が
、
幼
い

時
期
を
と
も
に
過
ご
し
た
仲
間
と
の
つ
な
が
り
も
、
大
事

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
米
）

進
学
や
就
職
で
県
内
外
に
散
ら
ば
っ

た
同
級
生

が
一
堂
に
会
す
る
成
人
式
。
再
会
を
喜
ぶ
新
成
Å

た
ち
を
見
て
、
懐
か
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た

私
は
成
人
式
の
と
き
に
あ
ま
り
友
人
だ
ち
と
話
州

で
き
ず
、
も
っ
た
い
な
か
っ
た
な
と
今
に
な
っ
て

後
悔
し
て
い
ま

す
。

編集室から

安芸市職員採用試験
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